
桑
名
鉄
城
の
訪
中
と
﹁
安
晩
帖
﹂
の
伝
来
に
つ
い
て

宮

崎

法

子

は
じ
め
に

﹁
安
晩
帖
﹂
は
、
八
大
山
人
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
名
品
で
あ
る
。
筆
者
は
、

一
昨
年
﹁
安
晩
帖
﹂
に
つ
い
て
小
論
﹁
八
大
山
人
の
甲
戌
年
﹂
を
所
蔵
館
泉
屋
博
古

館
の
紀
要
に
発
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、﹁
安
晩
帖
﹂
の
現
状
・
制
作
事
情
と
伝
来
な

1

ど
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
そ
の
大
部
分
の
画
幅
が
描
か
れ
た
康
煕
甲
戌
年
︵
一
六

九
四
年
︶
が
、
八
大
山
人
に
と
っ
て
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
花
鳥
画
創
作
に

お
け
る
頂
点
を
極
め
た
年
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
パ
ト
ロ
ン
た
ち
と
の
交
流
の
な
か

か
ら
、
山
水
画
創
作
へ
の
意
欲
が
顕
在
化
し
、
花
鳥
画
か
ら
山
水
画
へ
画
業
の
重
心

が
移
行
し
始
め
た
重
要
な
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は

﹁
安
晩
帖
﹂
の
伝
来
に
つ
い
て
は
論
を
尽
く
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、﹁
安
晩
帖
﹂
の

伝
来
や
、
日
本
舶
載
当
時
の
日
中
の
文
化
的
人
的
交
流
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
知
る

こ
と
が
で
き
た
た
め
、
こ
こ
に
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。
な
お
、

2

記
述
の
都
合
上
、
内
容
の
一
部
が
前
稿
と
重
複
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か

じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

一
．

﹁
安
晩
帖
﹂
の
旧
蔵
者
た
ち

世
界
的
に
も
八
大
山
人
の
最
高
傑
作
と
し
て
名
高
い
﹁
安
晩
帖
﹂
は
、
昭
和
五
五

年
︵
一
九
八
〇
︶
に
、
住
友
本
家
か
ら
泉
屋
博
古
館
に
、
他
の
中
国
書
画
と
と
も
に

寄
贈
さ
れ
た
。
も
と
は
、
住
友
家
十
五
代
当
主
住
友
友
純
︵
一
八
六
四

―
一
九
二

六
︶
の
長
男
で
、
分
家
の
住
友
寛
一
︵
一
八
九
六

―
一
九
五
六
︶︵
号
、
無
為
庵
︶

の
所
蔵
品
で
あ
っ
た
︵
敬
称
略
、
以
下
同
じ
︶。

明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
、
日
本
の
政
財
界
人
や
上
流
層
の
男
性
た
ち
は
、
欧
米
留

学
な
ど
を
行
う
一
方
、
そ
の
教
養
の
基
盤
と
し
て
中
国
文
化
を
学
び
、
中
国
の
文
人

趣
味
に
親
し
み
を
持
つ
者
が
多
か
っ
た
。
寛
一
の
父
、
住
友
友
純
は
、
公
家
の
徳
大

寺
家
か
ら
住
友
家
へ
養
子
と
し
て
入
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の

好
尚
に
も
れ
ず
中
国
青
銅
器
の
蒐
集
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
当
時
の
中
国
趣
味
に
お
い

て
青
銅
器
が
最
も
格
の
高
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
住
友
家
が
も
と
も

と
銅
の
精
錬
業
で
財
を
成
し
た
縁
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。
泉
屋
博
古
館
は
、
住
友
家

所
蔵
の
青
銅
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保
管
展
示
と
中
国
考
古
学
研
究
を
目
的
に
、
昭
和

三
五
年
︵
一
九
六
〇
︶
に
設
立
さ
れ
、
昭
和
四
五
年
︵
一
九
七
〇
︶
京
都
市
鹿
ヶ
谷

に
展
示
施
設
が
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
名
称
は
、
江
戸
時
代
の
住
友
家
の
屋
号
で
あ
る

﹁
泉
屋
﹂
を
冠
し
、
北
宋
の
徽
宗
皇
帝
が
編
纂
さ
せ
た
青
銅
器
の
絵
入
り
図
譜
﹃
宣
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和
博
古
図
譜
﹄
に
因
ん
だ
命
名
で
あ
っ
た
。

3

さ
て
、﹁
安
晩
帖
﹂
は
、
京
都
で
活
躍
し
て
い
た
篆
刻
家
、
桑
名
鉄
城
︵
一
八
六

四
―
一
九
三
八
︶
の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
が
、
寛
一
が
所
望
し
て
、
他
の
数
点
の
中
国

画
と
と
も
に
、
昭
和
初
期
に
鉄
城
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
桑
名
鉄
城
、
本

名
箕
、
字
星
精
、
号
鉄
城
は
、
富
山
県
出
身
の
篆
刻
家
で
、
金
沢
に
出
て
北
方
心

4

泉
︵
心
泉
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
︶
に
書
を
学
ん
だ
。
の
ち
明
治
三
〇
年
か
ら

二
度
に
わ
た
り
渡
清
し
、
上
海
な
ど
で
篆
刻
の
新
風
を
学
ん
で
帰
国
、
そ
の
後
、
篆

刻
・
書
の
新
派
の
大
家
と
し
て
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
京
都
で
活
躍
し

た
。
鉄
城
は
、
寛
一
や
そ
の
叔
父
に
あ
た
る
西
園
寺
公
望
︵
一
八
四
九

―
一
九
四

〇
︶
の
篆
刻
の
師
で
も
あ
っ
た
。

﹁
安
晩
帖
﹂
の
中
箱
の
蓋
裏
に
は
、
鉄
城
の
題
記
が
あ
る
。

﹁
･
･
･余
三
十
年
来
所
見
山
人
画
、
多
贋
本
、
而
其
真
跡
罕
也
。
此
冊
予
曩
得
之
、

珍
襲
久
焉
。
今
無
為
先
生
、
一
見
欣
賞
不
置
、
仍
割
愛
貽
之
、
并
記
其
由
。
･
･
･
旹

丁
卯
桂
月

鉄
城
山
人
箕
﹂
と
あ
る
︵
挿
図
１
︶。

5

︵
訳
︶
私
は
三
十
年
来
、
八
大
山
人
の
画
を
見
て
き
た
が
、
贋
作
が
多
く
真
跡
は
罕ま

れ

で
あ
っ
た
。
こ
の
册
は
、
私
が
曩さ

き

に
得
た
も
の
で
、
久
し
く
大
切
に
伝
え
て
き

た
。
今
、
無
為
先
生
︵
住
友
寛
一
︶
が
、
一
目
見
て
気
に
入
り
、
賞
翫
し
き
り
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
割
愛
し
貽お

く

り
、
あ
わ
せ
て
そ
の

由
い
き
さ
つ

を
記

す
。
･
･
･
旹と

き

に
丁
卯
︵
昭
和
二
年
・
一
九
二
七
︶
桂
月
︵
八
月
︶

鉄
城
山
人
箕

こ
こ
か
ら
﹁
安
晩
帖
﹂
は
昭
和
二
年
︵
一
九
二
七
︶
八
月
に
、
鉄
城
か
ら
寛
一
に

譲
ら
れ
た
こ
と
と
、
そ
れ
以
前
久
し
く
鉄
城
の
愛
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、﹁
安
晩
帖
﹂
の
最
終
頁
に
は
、
江
上
瓊
山
の
筆
に
な
る
、
そ
の
約
二
〇
年

前
の
明
治
四
一
年
︵
一
九
〇
八
︶
の
跋
が
あ
り
、
張
庚
﹃
国
朝
画
徴
録
﹄
を
引
い
て

八
大
山
人
伝
を
記
し
て
い
る
︵
挿
図
２
︶。
瓊
山
は
﹁
安
晩
帖
﹂
の
題
簽
の
筆
者
で

も
あ
る
︵
挿
図
３
︶。
彼
は
、
鉄
城
と
同
様
に
京
都
在
住
の
南
画
家
で
書
に
す
ぐ
れ

て
い
た
。
こ
の
跋
が
書
か
れ
た
明
治
四
一
年
に
﹁
安
晩
帖
﹂
は
す
で
に
鉄
城
の
所
蔵

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
瓊
山
は
、
跋
尾
に
﹁
追
識
﹂
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
以
前
の
跋
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
︵
あ
る
い
は
八
大
山
人
の
自
跋
に

対
す
る
﹁
追
識
﹂
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︶
、
現
在
、
瓊
山
以
外
の
跋
は
伝
わ
っ
て

い
な
い
。

他
に
も
鉄
城
か
ら
寛
一
へ
譲
ら
れ
、
現
在
泉
屋
博
古
館
所
蔵
の
高
名
な
作
品
に
、

石
涛
﹁
廬
山
観
瀑
図
﹂
が
あ
る
が
、
そ
の
中
箱
蓋
裏
に
も
鉄
城
の
題
識
が
あ
る
。

﹁
･
･
･余
曽
游
清
国
得
之
、
観
賞
蔵
之
久
矣
、
無
為
庵
主
人
住
友
君
一
見
彊
求
割
愛

不
已
、
遂
割
譲
、
旹
丁
卯
八
月
･
･
･
﹂

︵
訳
︶
私
は
、
曽か

つ

て
清
国
に
遊
ん
で
こ
れ
を
入
手
し
、
観
賞
し
長
く
愛
蔵
し
て
き
た

が
、
無
為
庵
主
人
住
友
君
︵
住
友
寛
一
︶
は
こ
れ
を
一
見
し
て
、
割
愛
を
強
く
求

め
て
や
ま
な
か
っ
た
た
め
、
遂
に
割
譲
す
る
こ
と
と
し
た
。
旹と

き

に
丁
卯
︵
昭
和
二

年
一
九
二
七
︶
八
月

こ
れ
に
よ
り
、﹁
廬
山
観
瀑
図
﹂
と
﹁
安
晩
帖
﹂
は
同
時
に
、
鉄
城
か
ら
住
友
寛

一
に
割
愛
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
翌
年
の
昭
和
三
年
︵
一
九
二

八
年
︶
に
は
、
高
鳳
翰
﹁
雪
石
図
﹂
が
鉄
城
か
ら
寛
一
に
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

蓋
裏
に
も
﹁
余
三
十
年
前
得
之
、
･
･
･﹂
と
あ
り
、
三
十
年
前
の
訪
中
の
際
の
購
入

6

品
と
考
え
ら
れ
る
。

鉄
城
が
、
明
治
三
〇
年
と
そ
の
数
年
後
の
中
国
再
訪
の
お
り
に
、
宋
元
明
清
の
書

画
を
買
い
求
め
た
こ
と
は
、
そ
の
所
蔵
画
を
選
印
刊
行
し
た
﹃
九
華
印
室
鑑
蔵
画

録
﹄︵
京
都
・
文
星
堂

一
九
二
〇
年
︶
の
自
跋
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

内
容
的

に
興
味
深
い
た
め
、
以
下
、
全
文
の
書
き
下
し
文
を
掲
げ
る
。

﹁
明
治
丁
酉
︵
三
〇
年
︶
春
三
月
、
予
始
め
て
清
国
に
航
り
、
い
さ
さ
か
杭
蘇
に

遊
ぶ
。
諸
名
流
と
締
交
し
、
宋
元
明
清
の
名
画
珍
蹟
を
撫
覧
す
る
に
、
渇
望
禁
ぜ
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ず
。
遂
に
嚢
を
傾
け
数
十
幅
を
購
う
。
而
し
て
帰
り
て
後
数
年
、
再
遊
し
、
購
う
所

は
数
十
幅
を
下
ら
ざ
る
も
、
猶
お
且
つ
飽
か
ざ
る
が
ご
と
し
。
帰
朝
後
、
百
方
捜
索

し
て
又
佳
画
数
幅
を
獲
る
。
人
或
い
は
玩
物
喪
志
を
以
っ
て
予
を
箴

い
ま
し

め
る
も
、
予
曰

く
、
玩
物
の
源
は
之
を
愛
す
る
な
り
、
其
の
流
の
弊
は
、
沈
溺
す
る
に
至
っ
て
害
を

為
す
。
古
人
す
で
に
箴

い
ま
し
めあ
る
所
な
り
。
し
か
る
に
人
々
の
風
尚

こ

の

み

は
殊
に
し
て
、
嗜
好

の
僻
在

か
た
よ
り

は
免
れ
ざ
る
と
こ
ろ
。
況
ん
や
書
画
の
如
き
は
、
古
人
の
心
血
を
注
ぐ
所
に

し
て
、
風
韻
の
存
す
る
所
な
り
。
賞
す
れ
ば
当
に
我
が
神
気
を
暢
ぶ
る
べ
く
し
て
、

未
だ
か
つ
て
そ
の
害
有
る
を
見
ざ
る
な
り
。
因
り
て
所
蔵
す
る
所
の
巻
册
掛
幅
八
十

有
余
を
選
び
、
こ
れ
を
玻
璃
版

コ
ロ
タ
イ
プ

印
刷
に
付
し
、
以
っ
て
二
冊
と
な
し
、
題
し
て
曰

7

く
九
華
印
室
館
蔵
画
録
と
。
同
好
に
頒
け
て
そ
の
楽
し
み
を
と
も
に
せ
ん
。
そ
の
書

跡
の
ご
と
き
は
、
則
ち
将
に
他
日
を
俟ま

っ
て
、
再
行
選
印
せ
ん
。
旹と

き

に
庚
申
︵
一
九

二
〇
︶
夏
日
、
桑
名
箕
識
す
﹂ 8

こ
こ
に
は
、
鉄
城
の
中
国
書
画
へ
の
傾
倒
ぶ
り
が
披
瀝
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
部
分
が
、
明
治
三
〇
年
と
数
年
後
の
二
度
の
清
国
訪
問
の

際
に
、
数
十
点
ず
つ
直
接
中
国
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
帰
国
後
、
様
々

な
伝
手
を
使
っ
て
入
手
し
た
数
点
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
明
記
さ
れ
て
い

る
。
近
代
に
な
っ
て
、
中
国
と
の
直
接
の
交
流
が
可
能
に
な
る
な
か
で
、
周
知
の
よ

う
に
新
た
な
中
国
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
が

、
そ
の
な
か
で
も
こ
の
鉄

城
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
特
に
早
期
の
も
の
で
あ
り
、
清
国
に
赴
い
て
自
ら
購
入
し
た

こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

二
．

過
雲
楼
と
そ
れ
以
前
の
伝
来

さ
て
、﹁
安
晩
帖
﹂
は
、
清
末
蘇
州
の
大
収
蔵
家
、
顧
文
彬
︵
一
八
一
一

―
一
八

八
九
︶
の
旧
所
蔵
品
で
あ
っ
た
。
顧
文
彬
は
、
蘇
州
の
人
、
道
光
二
一
年
︵
一
八

9

四
一
︶
の
進
士
で
あ
り
、
蘇
州
に
怡
園
を
営
み
、
書
画
や
図
書
の
大
所
蔵
家
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
過
雲
楼
は
、
収
蔵
品
を
収
め
た
そ
の
室
号
で
あ
る
。
そ
の
所
蔵
書

画
を
録
し
た
﹃
過
雲
楼
書
画
記
﹄
︵
巻
九
︶︵
画
類
五
︶
に
﹁
八
大
山
人
二
十
二
幅

册
﹂
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
﹁
安
晩
帖
﹂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、﹃
過
雲
楼
書
画
記
﹄
の
﹁
安
晩
帖
﹂
の
次
に
記
載
さ
れ
て
い
る
﹁
石

溪
達
磨
面
壁
図
巻
﹂
も
、
住
友
寛
一
旧
蔵
で
現
在
泉
屋
博
古
館
の
蔵
品
で
あ
る
。
前

稿
で
は
、
誤
っ
て
そ
れ
も
鉄
城
の
旧
蔵
品
と
し
て
し
ま
っ
た
が
、
鉄
城
の
鑑
蔵
印

10

や
題
記
は
無
く
、
鉄
城
と
は
別
の
ル
ー
ト
に
よ
り
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
寛
一
の
収

蔵
に
帰
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
題
簽
は
﹁
過
雲
楼
鑑
蔵
﹂
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
︵
挿
図
４
︶。

こ
の
石
溪
の
﹁
面
壁
達
磨
図
巻
﹂
上
に
残
る
鑑
蔵
印
の
大
部
分
は
、
清
末
の
嘉

興
の
人
、
唐
作
梅
の
印
で
あ
る
。
唐
作
梅
は
道
光
二
〇
年
︵
一
八
四
〇
︶
刊
の

11

﹃
嘉
興
府
志
﹄︵
全
六
十
巻
、
巻
二
四
選
挙
志
︶
に
江
蘇
武
進
知
県
と
し
て
載
っ
て
お

り
、
ま
た
、
一
八
世
紀
末
に
宝
山
知
県
で
あ
っ
た
と
い
う
資
料
も
存
在
す
る
こ
と

12

13

か
ら
、
時
期
的
に
み
て
過
雲
楼
の
前
の
所
蔵
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
箱

に
は
、
李
鴻
裔
︵
一
八
三
一

―
八
五
︶︵
字
眉
生
、
咸
豊
元
年
︵
一
八
五
一
︶
の
挙

人
︶
の
号
﹁
香
巌
﹂
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
李
鴻
裔
は
、
官
を
辞
し
て
か
ら
一
時
蘇

14

州
の
網
師
園
を
購
入
し
て
住
ん
で
お
り
、
顧
文
彬
の
怡
園
を
詠
ん
だ
詩
が
知
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
過
雲
楼
主
人
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
さ
ら
に
、

15

昭
和
四
年
︵
一
九
二
九
︶
に
三
井
家
聴
氷
閣
に
入
っ
た
官
拓
本
﹁
九
成
宮
醴
泉
銘
﹂

の
旧
蔵
者
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
石
溪
﹁
面
壁
達

16

磨
図
巻
﹂
は
過
雲
楼
か
ら
出
て
、
李
鴻
裔
の
手
を
経
た
後
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

残
念
な
こ
と
に
﹁
安
晩
帖
﹂
に
は
、
石
溪
﹁
面
壁
達
磨
図
巻
﹂
の
よ
う
に
過
雲
楼
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の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
題
簽
な
ど
は
、
何
も
残
っ
て
い
な
い
。
帙
の
題

簽
は
鉄
城
の
も
の
で
︵
挿
図
５
︶、
画
册
本
体
に
は
瓊
山
の
題
簽
が
付
さ
れ
て
い
る

︵
挿
図
３
︶。
鉄
城
旧
蔵
の
掛
幅
画
の
表
装
は
い
ず
れ
も
、
中
国
の
明
清
時
代
の
シ
ン

プ
ル
な
表
具
︵
文
人
表
装
︶
と
は
異
な
り
、
濃
い
色
合
い
の
文
様
の
あ
る
日
本
近
代

の
特
色
を
見
せ
る
。
購
入
し
た
中
国
画
を
鉄
城
が
日
本
で
改
装
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。﹁
安
晩
帖
﹂
は
画
册
で
あ
る
た
め
、
改
装
の
有
無
を
軽
々
に
判
断
で
き
な
い

が
、
現
状
の
表
紙
と
瓊
山
の
題
簽
は
同
程
度
に
古
色
を
帯
び
、
な
じ
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
る
一
方
、
本
来
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
過
雲
楼
の
題
簽
は
失
わ
れ
て
い
る
。
表
具

上
に
も
中
国
の
鑑
蔵
印
が
見
あ
た
ら
な
い
た
め
、
鉄
城
に
よ
る
改
装
を
経
て
い
る
可

能
性
も
否
定
出
来
な
い
。

な
お
、﹁
安
晩
帖
﹂
の
過
雲
楼
以
前
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
数
個
の
鑑
蔵
印
を
残
し
て
い
る
、
武
林
の
袁
春
圃
が
一
時
所
蔵
し
て
い

17

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
袁
春
圃
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
汪
世
清
が
別
の
作
品
に
関

す
る
記
事
の
な
か
で
清
を
代
表
す
る
文
人
袁
枚
︵
一
七
一
六
―
一
七
九
七
︶
の
弟
と

注
記
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
後
、
袁
春
圃
は
、
袁
枚
の
多
数
の
弟
子
中
に
一

派
を
な
し
た
、
袁
氏
一
族
の
詩
人
た
ち
の
一
人
で
、﹃
随
園
詩
話
﹄︵
巻
五
︶
に
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
、
ま
た
、
同
書
巻
十
二
か
ら
袁
枚
六
十
三
才
の
時
︵
一
七
七
七

年
︶
に
蘇
州
で
観
察
使
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

18

﹁
余
春
圃
香
亭
両
弟
詩
皆
絶
妙
、
而
一
累
于
官
、
一
累
于
画
、
皆
未
尽
其
才
﹂

︵
訳
︶
私
の
二
人
の
弟
で
あ
る
春
圃
、
香
亭
の
詩
は
皆
絶
妙
で
あ
る
が
、
一
人
は
官

界
に
深
く
か
か
わ
る
り
、
一
人
は
画
に
深
く
か
か
わ
っ
た
た
め
、
二
人
と
も
未
だ

そ
の
才
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
こ
に
い
う
香
亭
は
、
袁
枚
の
十
四
歳
年
下
の
父
方
の
従
兄
弟
で
、
乾
隆
二
八
年

︵
一
七
六
三
︶
の
進
士
、
袁
樹
の
号
で
あ
る
。
彼
は
袁
枚
の
﹁
弟
﹂
の
な
か
で
は
最

も
名
の
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
も
う
一
人
が
袁
春
圃
で
、
官
は
皖
江
︵
今
安
|
蕪

湖
︶
の
臬
使
︵
按
察
使
︶
に
至
っ
た
と
い
う
。
袁
枚
が
、﹁
累
于
官
﹂
︵
官
界
に
深
く

か
か
わ
っ
た
︶
と
い
う
の
は
進
士
で
あ
っ
た
袁
樹
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
一
方

﹁
累
于
画
﹂︵
画
に
深
く
か
か
わ
っ
た
︶
は
、
袁
春
圃
が
多
く
の
画
に
鑑
蔵
印
を
残
す

収
蔵
家
で
あ
る
こ
と
と
符
合
す
る
。
袁
氏
一
族
の
出
身
地
は
、
武
林
︵
杭
州
︶
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、﹁
安
晩
帖
﹂
の
旧
蔵
者
﹁
武
林
袁
春
圃
﹂
は
、
こ
の
袁
枚
の
﹁
弟
﹂

袁
春
圃
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
従
っ
て
乾
隆
朝
後
半
︵
十
八
世
紀
後
半
︶
頃
、

﹁
安
晩
帖
﹂
は
袁
春
圃
が
収
蔵
し
、
随
園
の
あ
っ
た
南
京
や
そ
の
周
辺
の
︵
袁
春
圃

の
任
地
を
含
む
︶
江
南
地
域
に
あ
り
、
そ
の
後
も
、
十
九
世
紀
半
ば
に
、
蘇
州
の
過

雲
楼
顧
文
彬
の
手
に
帰
す
ま
で
、
ひ
き
つ
づ
き
江
南
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
し
て
、
蘇
州
の
怡
園
主
人
顧
文
彬
の
過
雲
楼
に
あ
っ
た
﹁
安
晩
帖
﹂
が
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
、
過
雲
楼
か
ら
出
て
、
鉄
城
の
手
に
渡
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
残
念

な
が
ら
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。﹁
安
晩
帖
﹂
の
中
箱
蓋
裏
題
識
に
、
鉄
城
は
、

三
十
年
来
八
大
山
人
画
を
見
て
き
た
と
述
べ
る
が
、
石
涛
﹁
廬
山
観
瀑
図
﹂
の
よ
う

に
三
十
年
前
に
清
国
で
購
入
し
た
と
は
明
記
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
同
時
に
割
愛
し

た
二
作
品
の
題
識
に
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
る
必
要
も
な
い
こ
と
か
ら
、

﹁
安
晩
帖
﹂
も
三
十
年
前
に
清
国
で
購
入
し
た
も
の
で
、
十
年
後
の
改
装
の
折
り
な

ど
、
何
ら
か
の
機
会
に
江
上
瓊
山
に
題
簽
と
題
跋
を
依
頼
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可

能
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
鉄
城
の
最
初
の
訪
問
で
、
清
国
の
文
人
と
交
流
し
書
画
を
と

も
に
鑑
賞
し
、
渇
望
し
て
数
十
幅
を
購
入
し
て
帰
り
、
数
年
後
の
再
訪
の
際
に
も
数

十
幅
、
さ
ら
に
帰
国
後
に
様
々
な
伝
手
を
駆
使
し
て
数
幅
を
追
加
し
た
、
い
ず
れ
か

の
時
点
で
、﹁
安
晩
帖
﹂
も
遅
く
と
も
明
治
四
一
年
︵
一
九
〇
八
︶
以
前
に
鉄
城
に

帰
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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三
．

桑
名
鉄
城
の
訪
中
と
北
方
心
泉

明
治
三
〇
年
︵
一
八
九
七
︶
か
ら
二
度
行
わ
れ
た
訪
中
時
、
鉄
城
は
、
ま
だ

代
30

前
半
で
あ
っ
た
。
そ
の
訪
中
時
に
、
清
の
篆
刻
の
新
風
を
学
び
、
帰
国
後
に
篆
刻
家

と
し
て
名
を
馳
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
鉄
城
が
、
二
度
の
短
期
間
の
訪
中
で
、
こ

の
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
、
ま
た
多
く
の
作
品
を
入
手
で
き
た
の
は
、
鉄
城
自
身
の
熱

意
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
中
国
文
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
、
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
鉄
城
の
書
の
師
で
あ
り
、

東
本
願
寺
の
中
国
布
教
を
担
っ
た
北
方
心
泉
︵
一
八
五
〇
―
一
九
〇
五
︶
の
力
に
与

る
も
の
で
あ
っ
た
。

19

北
方
心
泉
は
、
金
沢
の
常
福
寺
に
生
ま
れ
、
京
都
の
東
本
願
寺
に
出
た
浄
土
真
宗

大
谷
派
の
僧
で
あ
っ
た
。
常
福
寺
は
北
陸
に
お
け
る
真
宗
大
谷
派
の
中
心
的
寺
院

20

の
一
つ
で
あ
り
、
富
山
出
身
の
鉄
城
は
、
ま
ず
金
沢
へ
出
て
心
泉
に
書
を
学
ん
だ
。

心
泉
は
、
日
本
の
僧
の
多
く
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
仏
教
の
教
学
の
他
、
漢
学

や
漢
詩
、
書
を
学
ん
で
い
た
。
東
本
願
寺
は
、
開
国
間
も
な
い
明
治
九
年
︵
一
八
七

六
︶
に
、
海
外
布
教
の
一
環
と
し
て
上
海
別
院
を
設
置
し
、
翌
年
明
治
一
〇
年
︵
一

八
七
七
︶
に
は
、
心
泉
が
上
海
に
派
遣
さ
れ
そ
の
任
に
当
た
っ
た
。
そ
こ
で
、
中
国

の
高
僧
だ
け
で
な
く
、
儒
者
や
書
画
家
と
積
極
的
な
交
流
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
特
に
、
清
を
代
表
す
る
大
儒
︵
大
学
者
︶、
杭
州
の
兪
樾
︵
一
八
二
一

―

一
九
〇
六
︶
と
の
間
に
結
ば
れ
た
親
交
が
特
筆
さ
れ
る
。
兪
樾
に
は
多
く
の
門
弟

21

22

が
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
曾
国
藩
︵
一
八
一
一

―
七
二
︶
の
よ
う
な
文
人
政
治
家

や
、
上
海
で
活
躍
し
た
書
画
家
呉
昌
碩
︵
一
八
四
四
―
一
九
二
七
︶
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
た
。
明
治
一
七
年
︵
一
八
八
四
︶
に
一
旦
帰
国
し
た
心
泉
は
、
清
の
書
風
を

23

取
り
入
れ
た
新
し
い
書
法
に
よ
っ
て
、
書
家
と
し
て
名
声
を
博
し
た
。
上
海
を
離
れ

る
時
、
翌
年
の
心
泉
の
父
の
古
稀
の
祝
寿
の
た
め
に
多
く
の
文
人
が
書
画
を
贈
っ
て

い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
呉
昌
碩
の
作
品
も
あ
っ
た
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
呉
昌

碩
は
、
怡
園
で
定
期
的
に
行
わ
れ
る
雅
集
の
参
加
者
で
も
あ
り
、
心
泉
と
﹁
安
晩

帖
﹂
の
旧
蔵
者
で
あ
る
怡
園
主
人
と
を
つ
な
ぐ
可
能
性
の
あ
る
人
物
と
い
え
よ
う
。

そ
の
後
、
心
泉
は
南
京
開
教
の
準
備
の
た
め
、
明
治
三
〇
年
に
は
再
び
派
遣
の
命

が
下
り
、
翌
三
一
年
︵
一
八
九
八
︶
に
渡
清
し
、
楊
文
会
や
蘇
州
の
沈
善
、
張
常
惺

ら
名
士
の
支
援
を
と
り
つ
け
、
南
京
、
杭
州
、
蘇
州
に
浄
土
真
宗
の
布
教
場
が
設
置

さ
れ
た
と
い
う
。
一
時
帰
国
し
、
明
治
三
二
年
︵
一
八
九
九
︶
に
再
訪
し
、
上
海
、

南
京
間
を
往
復
し
た
。

24

心
泉
の
書
の
弟
子
で
あ
っ
た
鉄
城
は
、
明
治
三
〇
年
に
第
一
回
の
訪
中
を
果
た

す
。
そ
れ
は
、
翌
年
三
一
年
の
心
泉
の
再
度
の
渡
清
に
は
先
立
つ
も
の
の
、
そ
の
時

期
は
、
心
泉
に
よ
る
後
期
の
布
教
活
動
の
開
始
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
り
、
ま
た
上
海
、

蘇
州
、
杭
州
と
い
う
訪
問
先
は
、
心
泉
が
す
で
に
清
の
文
人
達
と
深
い
交
友
関
係
を

築
い
て
い
た
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
中
国
で
は
、
日
清
戦
争
で
悪
化
し
た
対
日
感

25

情
が
好
転
し
、
日
中
関
係
も
、
良
好
な
時
期
を
迎
え
、
明
治
三
十
年
代
に
は
、
渡
清

す
る
日
本
人
が
増
え
た
。
そ
の
際
に
、
す
で
に
日
中
の
文
人
達
の
交
流
の
場
に
な
っ

て
い
た
東
本
願
寺
の
上
海
別
院
や
杭
州
学
舎
な
ど
が
、
訪
中
し
た
学
者
書
画
家
の
足

場
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

26

鉄
城
は
上
海
で
、
徐
三
庚
︵
一
八
二
六
～
一
八
九
〇
︶︵
清
末
の
書
家
篆
刻
家
︶

や
、
趙
之
謙
︵
一
八
二
九
～
一
八
八
四
︶
呉
昌
碩
︵
一
八
四
四
～
一
九
二
七
︶
ら
に

学
び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
帰
国
後
篆
刻
家
と
し
て
の
地
位
を
築
く
。
実
際
は
、
鉄
城

の
訪
中
当
時
、
趙
之
謙
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
徐
三
庚
へ
の
直
接
の
師
事
も

考
え
に
く
い
た
め
、
上
海
で
当
時
主
流
で
あ
っ
た
彼
ら
の
篆
刻
法
を
学
ん
だ
と
い

27

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
呉
昌
碩
と
は
直
接
の
交
流
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
呉
昌
碩
は
、﹁
安
晩
帖
﹂
の
旧
蔵
者
顧
文
彬
の
孫
、
顧
麟
士
が
怡
園

で
主
催
し
た
画
社
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
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明
治
三
〇
年
の
最
初
の
訪
中
で
鉄
城
は
、
上
海
・
蘇
州
・
杭
州
で
、
呉
昌
碩
を
は

じ
め
と
す
る
文
人
達
と
交
流
し
、
書
画
を
と
も
に
鑑
賞
し
、
自
ら
そ
れ
ら
の
書
画
入

手
す
る
こ
と
を
﹁
渇
望
し
﹂
て
﹁
囊
を
傾
け
て
﹂
数
十
幅
の
作
品
を
入
手
す
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
書
の
師
で
あ
っ
た
心
泉
が
彼
の
地
で
築
き
上
げ
た

人
脈
が
な
く
て
は
、
到
底
か
な
わ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

四
．

鉄
城
訪
中
時
の
怡
園
︵
過
雲
楼
︶

鉄
城
の
訪
中
時
期
、
明
治
三
〇
年
︵
一
八
九
七
︶
と
そ
の
数
年
後
、
蘇
州
で
顧
文

彬
︵
一
八
八
九
年
没
︶
亡
き
後
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
引
き
継
ぎ
、
怡
園
主
人
と

し
て
画
社
を
主
催
し
て
い
た
の
は
、
孫
の
顧
麟
士
︵
一
八
六
五

―
一
九
三
〇
︶
で

あ
っ
た
。
彼
は
、
官
に
は
仕
え
ず
、
祖
父
や
父
が
営
ん
だ
蘇
州
の
怡
園
で
金
石
書
画

を
娯
し
み
、
毎
月
画
社
を
開
き
、
呉
昌
碩
、
金
心
蘭
、
呉
清
卿
な
ど
、
多
数
の
画
家

た
ち
が
み
な
そ
の
画
社
に
属
し
、
揮
毫
作
画
、
論
書
評
画
、
切
磋
琢
磨
し
、
怡
園

は
、
光
緒
︵
一
八
七
五
―
一
九
〇
八
︶
中
葉
頃
、﹁
遂
為
有
清
一
代
芸
苑
伝
人
之
殿
﹂

︵
遂
に
、
清
一
代
の
芸
苑
伝
の
な
か
の
人
々
の
殿
堂
︶
と
称
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
時

28

期
は
鉄
城
が
訪
中
し
た
時
期
︵
一
八
九
七
年
と
数
年
後
︶
と
重
な
っ
て
い
る
。

顧
麟
士
は
後
六
三
歳
の
時
︵
一
九
二
七
年
︶、
自
身
が
蒐
集
し
た
作
品
を
録
し

﹃
過
雲
楼
書
画
記
﹄
続
編
を
刊
行
し
て
お
り
、
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
彼
の
関
心
は
、
専

ら
董
其
昌
や
清
初
の
六
大
家
な
ど
正
統
派
の
作
品
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
正

29

統
派
と
対
極
的
な
遺
民
画
家
の
八
大
山
人
や
石
溪
の
作
品
は
、
顧
麟
士
に
と
っ
て
比

較
的
割
愛
の
対
象
と
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
特
に
花
鳥
や
人
物

は
、
正
統
文
人
の
愛
好
か
ら
は
外
れ
る
画
題
で
あ
る
。
好
み
の
作
品
を
得
る
た
め

に
、
所
蔵
品
を
手
放
し
た
り
、
同
好
の
士
と
交
換
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
収
蔵
家
に

一
般
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
一
方
で
、
所
蔵
家
た
ち
が
作
品
を
手
放
さ
ざ
る

を
得
な
い
よ
う
な
社
会
的
経
済
的
な
状
況
も
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代

背
景
の
な
か
﹁
安
晩
帖
﹂
や
先
に
述
べ
た
石
溪
﹁
面
壁
達
磨
図
﹂
も
、
過
雲
楼
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
出
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

鉄
城
が
、
具
体
的
に
、
誰
か
ら
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
﹁
安
晩
帖
﹂
を
入
手
し
た
の

か
を
伝
え
る
資
料
は
存
在
し
な
い
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
心
泉
の
交
流
相
手
な
ど
を

見
る
限
り
、
直
接
過
雲
楼
か
ら
の
入
手
は
考
え
難
く
、
心
泉
と
怡
園
主
人
の
共
通
の

知
り
合
い
で
あ
っ
た
呉
昌
碩
の
仲
介
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
或
い
は
、
帰
国
後
に

﹁
百
方
捜
索
し
て
﹂
入
手
し
た
数
幅
に
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
で
も
、

こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
な
、
中
国
の
人
脈
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
彼
の
書
の

師
で
、
浄
土
真
宗
の
布
教
活
動
と
し
て
、
早
く
か
ら
中
国
に
渡
り
、
そ
こ
で
多
く
の

文
人
た
ち
と
交
流
し
、
大
儒
と
し
て
遇
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
北
方
心
泉
が
、

上
海
、
杭
州
な
ど
の
江
南
の
地
で
築
き
上
げ
て
い
た
文
人
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

り
、
そ
れ
な
く
し
て
、
鉄
城
の
訪
中
と
そ
の
成
果
で
あ
る
中
国
書
画
の
収
集
は
あ
り

得
な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
の
後
大
正
期
や

昭
和
初
期
に
盛
ん
に
な
っ
た
、
日
本
の
書
画
家
や
学
者
、
財
界
人
た
ち
と
、
呉
昌
碩

ら
の
中
国
の
書
画
家
、
文
人
と
の
交
流
や
、
新
た
な
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形

成
を
考
え
る
上
で
も
、
東
本
願
寺
の
江
南
布
教
活
動
や
そ
れ
を
担
っ
た
北
方
心
泉
の

果
た
し
た
役
割
は
、
そ
の
先
駆
け
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
な
る
考
察
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

む
す
び

鉄
城
の
訪
中
と
中
国
画
収
集
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
明
治
維
新
後
間
も
な
い
時
期
に

企
画
さ
れ
た
東
本
願
寺
に
よ
る
清
国
、
特
に
江
南
地
域
へ
の
布
教
活
動
と
、
そ
れ
を

担
っ
た
北
方
心
泉
や
、
当
時
上
海
な
ど
に
長
期
滞
在
し
て
い
た
日
本
人
た
ち
が
、
江
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南
の
文
人
た
ち
と
築
い
て
き
た
交
流
は
、
そ
の
後
の
日
本
と
中
国
の
学
者
文
人
や
書

籍
、
書
画
の
往
来
を
も
た
ら
す
重
要
な
下
地
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
後
、
時
代

が
下
っ
て
、
日
中
間
に
起
こ
っ
た
様
々
な
歴
史
を
思
え
ば
、
近
代
初
期
の
日
中
間
の

文
化
交
流
の
幸
福
な
時
代
の
名
残
り
と
で
も
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
側
か
ら
見
れ
ば
、
清
の
新
た
な
書
法
や
篆
刻
法
を
学
ぶ
こ
と
が
、
心
泉
や
鉄

城
を
著
名
な
書
家
、
篆
刻
家
に
押
し
上
げ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
で
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
漢
学
の
素
養
と
、
乏
し
い
情
報
の
な
か
で
抱
き
続
け
た
中
国
文
化
へ
の
渇

望
と
い
う
素
地
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
た
新
た
な
文
化
受
容
で
あ
っ

た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
清
の
書
法
や
篆
刻
の
新
風
を
、
熱
く
迎
え
る

人
々
、
中
国
文
人
文
化
へ
の
素
養
と
情
熱
を
も
っ
た
愛
好
者
が
、
当
時
の
日
本
、
特

に
上
流
の
人
士
の
間
に
数
多
く
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

明
治
時
代
前
期
や
日
清
戦
争
後
の
一
時
期
に
見
ら
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
幸
福
な
日

中
の
関
係
は
、
や
が
て
大
き
く
変
化
し
、
こ
こ
に
記
し
た
の
と
同
様
の
中
国
と
日
本

の
文
化
交
流
に
携
わ
っ
た
中
国
の
学
者
や
文
人
が
、
日
中
戦
争
時
代
を
経
た
後
に

は
、
中
国
か
ら
見
れ
ば
売
国
行
為
と
し
て
糾
弾
さ
れ
、
処
刑
さ
れ
る
な
ど
の
悲
劇
的

な
結
末
を
迎
え
た
。

30

こ
こ
に
、﹁
安
晩
帖
﹂
の
日
本
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
も
、
今
日
で
は

31

想
像
す
る
こ
と
が
難
し
い
、
過
去
の
日
中
の
幸
福
な
交
流
に
か
か
わ
る
様
々
な
活
動

や
、
文
人
た
ち
の
交
友
を
記
憶
に
留
め
る
と
同
時
に
、
そ
の
中
で
実
現
し
た
﹁
安
晩

帖
﹂
の
日
本
へ
の
舶
載
に
つ
い
て
、
目
下
知
り
う
る
と
こ
ろ
を
明
記
し
て
お
き
た
い

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

１

拙
論
﹁
八
大
山
人
の
甲
戌
年
﹂
﹃
泉
屋
博
古
館
紀
要
﹄
二
八
巻

二
〇
一
二
年
八
月

１
～

頁
18

２

そ
の
後
、
中
国
の
雑
誌
か
ら
の
依
頼
で
、
特
に
伝
来
に
関
し
て
訂
正
加
筆
し
た
も
の

を
投
稿
し
、
刊
行
さ
れ
た
︵
汪
瑩
訳
﹁﹃
安
晩
﹄
八
大
山
人
的
甲
戌
年
﹂﹃
紫
禁
城
﹄
二

三
四
期

二
〇
一
四
年
七
月
号

～

頁
︶。
た
だ
、
そ
こ
で
は
紙
数
の
都
合
で
あ
ろ

110

123

う
、
伝
来
に
関
す
る
部
分
は
大
幅
に
略
さ
れ
て
い
た
。

３

そ
の
後
昭
和
五
五
年
に
は
、
住
友
家
所
蔵
の
中
国
書
画
が
寄
贈
さ
れ
登
録
博
物
館
と

し
て
公
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
茶
道
具
や
日
本
絵
画
な
ど
数
多
く
の
作
品
が
住
友
家
か
ら

寄
贈
さ
れ
、
展
示
室
も
増
築
さ
れ
、
東
京
分
館
も
設
置
さ
れ
今
日
に
至
る
。
筆
者
は
、

中
国
書
画
の
寄
贈
と
公
開
の
際
の
最
初
の
図
録
作
り
に
も
携
わ
っ
た
。

４

桑
名
鉄
城
は
、
篆
刻
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
が
、
本
来
的
に
は
、
彼
が
中
国
で
学
ん

だ
と
さ
れ
る
趙
之
謙
、
呉
昌
碩
な
ど
と
同
様
、
書
画
篆
刻
す
べ
て
を
身
に
つ
け
た
文
人

画
家
と
い
う
く
く
り
に
入
る
と
思
わ
れ
る
。
私
が
、
住
友
家
の
名
蹟
の
旧
蔵
者
と
し

て
、
恩
師
鈴
木
敬
教
授
か
ら
そ
の
名
を
聞
い
た
時
に
は
、﹁
京
都
の
画
家
桑
名
鉄
城
﹂

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
今
日
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
文
人
の
総
合
的
な
技
芸
に
つ
い
て
の

概
念
が
共
有
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
最
も
知
ら
れ
て
い
る
も
の
を
取
っ
て
篆
刻

家
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

５

﹁
八
大
山
人
画
無
一
点
蓙
俗
之
気
、
余
三
十
年
来
所
見
山
人
画
、
多
贋
本
而
其
真
跡

罕
也
。
此
冊
予
曩
得
之
、
珍
襲
久
焉
。
今
無
為
先
生
、
一
見
欣
賞
不
置
、
仍
割
愛
貽

之
、
并
記
其
由
、
於
繖
葢
山
下
匊
翠
荘
。
旹
丁
卯
桂
月
、
鉄
城
山
人
箕
。﹂

６

実
方
葉
子
﹁
住
友
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
中
国
絵
画
鑑
賞
と
収
集
の
歴
史
︵
資
料

編
︶﹂︵﹃
泉
屋
博
古
館
紀
要
﹄

二
〇
〇
七
年
︶
に
よ
れ
ば
、
住
友
寛
一
に
譲
渡
さ

23

れ
た
桑
名
鉄
城
旧
蔵
中
国
画
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
﹁
安
晩
帖
﹂、
石
濤
﹁
廬
山
観
瀑

図
﹂、
高
鳳
翰
﹁
雪
石
図
﹂
の
他
に
、
奚
岡
﹁
倣
王
蒙
修
竹
遠
山
図
﹂
が
あ
る
。
他
の

桑
名
鉄
城
旧
蔵
品
は
の
ち
散
逸
し
、
絵
画
の
三
分
の
二
は
戦
後
に
橋
本
末
吉
が
譲
り
受

け
た
。

７

﹃
九
華
印
室
館
蔵
画
録
﹄
に
は
、﹁
安
晩
帖
﹂
か
ら
八
大
山
人
の
自
跋
と
﹁
翡
翠
図
﹂
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が
、
朱
耷
︵
八
大
山
人
の
俗
称
︶
筆
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

８

﹃
九
華
印
室
鑑
蔵
画
録
﹄
下
巻
︵
文
星
堂

一
九
二
〇
年
︶
巻
末

桑
名
鉄
城
跋

﹁
明
治
丁
酉
春
三
月
、
予
始
航
清
国
、
薄
游
杭
蘇
。
與
諸
名
流
締
交
撫
覧
宋
元
明
清
名

画
珍
蹟
。
渇
望
不
禁
、
遂
傾
囊
購
数
十
幅
、
而
帰
後
数
年
再
遊
所
購
不
下
数
十
幅
。
猶

且
不
飽
、
帰
朝
後
百
方
捜
索
、
又
獲
佳
品
数
幅
。
人
或
以
玩
物
喪
志
以
箴
予
。
予
曰
玩

物
源
発
之
、
其
流
弊
至
沈
溺
為
害
。
古
人
所
已
有
箴
也
。
然
人
々
風
尚
之
殊
、
嗜
好
之

僻
在
所
不
免
。
況
如
書
画
。
古
人
心
血
所
注
、
風
韵
所
存
。
賞
當
以
暢
我
神
気
。
未
見

其
有
害
也
。
因
選
所
収
蔵
巻
冊
掛
幅
八
十
有
餘
、
付
之
玻
瓈
版
印
刷
、
以
為
二
冊
、
題

曰
九
華
印
室
館
蔵
画
録
。
頒
同
好
偕
其
楽
。
若
其
書
迹
、
則
将
竢
他
日
再
行
選
印
。
旹

庚
申
︵
一
九
二
〇
︶
夏
日
、
桑
名
箕
識
。
﹁
桑
箕
﹂
︵
朱
文
方
印
︶﹁
九
華
﹂︵
朱
文
方

印
︶

古
原
宏
伸
氏
も
﹁
石
涛
﹃
黄
山
八
勝
﹄
册
解
説
﹂
︵
筑
摩
書
房
﹃
黄
山
八
勝
册
﹄
付
録

一
九
七
二
年
︶
に
お
い
て
こ
の
題
識
の
書
き
下
し
文
を
抄
録
し
て
い
る
。

顧
文
彬
︵
一
八
一
一

―
一
八
八
九
︶
は
、
元
和
︵
今
の
蘇
州
市
︶
の
人
。
字
を
蔚

9
如
、
号
を
子
山
、
紫
珊
、
晩
年
の
号
を
艮
盦
と
い
い
、
室
名
を
過
雲
楼
と
い
っ
た
。
道

光
一
一
年
︵
一
八
三
一
︶
年
の
挙
人
、
道
光
二
一
年
︵
一
八
四
一
︶
の
進
士
。
湖
北
漢

陽
府
知
や
、
浙
江
寧
紹
道
臺
な
ど
を
歴
任
し
た
。
琴
、
書
に
す
ぐ
れ
、
鑑
賞
に
精
し

く
、
ま
た
多
く
の
文
集
も
残
し
た
。
す
ぐ
れ
た
所
蔵
品
で
知
ら
れ
た
。
晩
年
引
退
し
た

後
、
三
人
の
子
と
と
も
に
蘇
州
に
怡
園
の
別
業
を
営
ん
だ
。
︵
薛
正
興
﹁
弁
言
﹂﹃
過
雲

楼
書
画
記
・
続
記
﹄
江
蘇
古
籍
出
版
社
刊
、
一
九
九
九
年
︶
現
在
怡
園
は
公
開
さ
れ
、

隣
接
す
る
過
雲
楼
も
修
復
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

拙
論
﹁
八
大
山
人
の
甲
戌
年
﹂
︵
注
１
︶

５
頁

10

二
〇
一
〇
年
香
港
佳
士
得
が
扱
っ
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
出
品
作
の
史
忠
﹁
赤
壁
遊
図

11
巻
﹂
に
唐
作
梅
の
鑑
蔵
印
が
あ
り
、
こ
こ
に
見
え
る
﹁
秀
水
唐
氏
﹂﹁
帰
来
草
堂
﹂﹁
緑

谿
山
荘
収
蔵
之
印
﹂
﹁
唐
作
梅
﹂
﹁
北
枝
生
﹂
﹁
士
燮
﹂
印
の
す
べ
て
の
印
が
押
さ
れ
て

い
る
。h

ttp
:

/
/pm

.fin
d
art

.co
m

.cn

/
1
9
0
8
7
5
9
-pm

.htm
l

︵
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
八

日
現
在
︶
他
に
も
い
く
つ
か
の
作
品
に
鑑
蔵
印
が
見
え
、
収
蔵
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。

于
尚
齢
﹃
嘉
興
府
︵
浙
江
︶
志
﹄
全
六
十
巻
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
提
供g

o
o
g
le
e

12
ブ
ッ
ク
ス
︵
二
〇
〇
八
年
九
月
デ
ジ
タ
ル
化
︶
に
よ
る
。

﹃
上
海
旧
政
権
建
置
志
﹄
に
拠
れ
ば
、
唐
作
梅
は
一
七
九
四
年
に
彭
元
環
に
替
わ
り

13
宝
山
県
知
県
の
職
を
引
き
継
ぎ
、
一
七
九
五
年
に
は
崔
兆
麟
が
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
と

い
う
。h

ttp
:

/
/zh

.wik
ip
ed
ia

.org

/wik
i

/%E

5%

9
4%

9
0%E

4%B
D
%

9C%
E

6%A

2%

8
5

︵
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
六
日
現
在

以
下
ネ
ッ
ト
引
用
の
日
付
は
同
じ
︶

実
方
葉
子
﹁
前
掲
﹂︵
注
４
︶

14

李
鴻
裔
の
伝
は
、
百
度
百
科
、
李
鴻
裔
の
項
に
拠
る
︵
出
典
；
李
玉
安
、
黄
正
雨

15﹃
中
国
蔵
書
家
通
典
﹄
中
国
国
際
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
︶︵h

ttp
:

/
/baik

e

.baid
u

.

co
m

/view

/
2
1
6
5
5
9
.htm

︶。
彼
の
詩
作
の
代
表
作
と
し
て
﹁
怡
園
﹂
を
詠
ん
だ
七
言
詩

﹁
畳
石
疎
泉
不
数
旬
、
水
芝
開
出
似
車
輪
。
石
幡
一
夕
桃
花
雨
、
便
有
紅
魚
跳
緑
萍
﹂

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

﹁
九
成
宮
醴
泉
銘
解
説
﹂
三
井
文
庫
編
集
﹃
聴
氷
閣
旧
蔵
碑
拓
名
帖
撰
﹄︵
一
九
九
八

16
年

頁
︶
に
よ
れ
ば
、
帖
尾
に
道
光
二
〇
年
︵
一
八
四
〇
︶
の
張
培
敦
︵
一
七
七
二

123

―
一
八
四
六
、
呉
県
の
人
︶
な
ど
の
跋
が
あ
り
、
帖
の
後
半
に
李
鴻
裔
を
含
む
数
人
の

印
記
が
あ
り
、
昭
和
四
年
︵
一
九
二
九
︶
に
聴
氷
閣
に
入
っ
た
と
い
う
。

拙
論
﹁
前
掲
﹂
︵
注
１
︶

９
頁

17

王
英
志
﹁
論
袁
氏
家
族
男
性
詩
人
之
功
過
︱
性
霊
派
研
究
之
一
﹂﹃
蘇
州
大
学
学
報
﹄

18︵
一
九
九
五
年
四
号
︶︵h

ttp
:

/
/dlib

.zslib

.co
m

.cn

/qk
lw

/rdzl

/RD
A

6
6
/RD

0
3
2
3
4
4︶

で
は
、
袁
春
圃
を
含
む
袁
枚
の
一
族
の
男
性
詩
人
た
ち
に
つ
い
て
論
じ
、
袁
春
圃
に
つ

い
て
は
袁
枚
の
族
弟
︵
父
方
の
遠
縁
の
年
少
の
男
子
︶
の
一
人
で
あ
ろ
う
と
し
、
出
典

は
示
さ
ず
、
官
は
皖
江
︵
安
|
蕪
湖
︶
の
臬
使
︵
按
察
使
︶
に
至
っ
た
す
る
。
ま
た

﹃
隋
園
詩
話
﹄︵
巻
十
二
︶
に
﹁
余
六
十
三
歳
…
時
、
家
弟
春
圃
観
察
在
蘇
州
…
﹂
と
あ

る
。
按
察
使
は
正
三
品
官
。
観
察
使
は
地
方
官
の
古
名
。
袁
春
圃
に
関
す
る
情
報
は
少
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な
く
、
そ
の
名
も
、
号
と
思
わ
れ
る
春
圃
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。﹃
随
園
詩
話
﹄︵
浙

江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年

頁
・

頁
︶
。

79

242

鉄
城
の
訪
中
に
は
北
方
心
泉
に
よ
る
東
本
願
寺
の
伝
手
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

19
曽
布
川
寛
氏
か
ら
口
頭
で
教
示
を
受
け
た
。

北
方
心
泉
、
本
名
は
蒙
、
号
小
雨
、
月
荘
、
文
字
禅
室
、
聴
松
閣
な
ど
。
嘉
永
三
年

20
︵
一
八
五
〇
︶
、
金
沢
の
常
福
寺
十
二
世
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
常
福
寺
は
、
加
賀

に
お
け
る
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
中
枢
寺
院
で
あ
り
、
代
々
京
都
東
本
願
寺
へ
人
材
を
送

り
、
京
都
と
加
賀
の
信
徒
を
結
び
、
京
都
の
学
術
を
直
接
に
加
賀
に
も
た
ら
す
太
い
パ

イ
プ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
︵
本
岡
三
郎
編
著
﹃
北
方
心
泉
﹇
人
と
芸
術
﹈﹄
二
玄

社

一
九
八
二
年
︶
。

兪
樾
︵
字
蔭
甫
、
号
曲
園
︶
は
、
浙
江
徳
清
の
人
で
、
一
八
五
〇
年
の
進
士
。
数
年

21
で
官
を
辞
し
、
蘇
州
や
上
海
、
杭
州
な
ど
で
教
育
に
携
わ
っ
た
。
清
末
を
代
表
す
る
学

者
で
あ
る
。
一
八
七
五
年
蘇
州
に
曲
園
を
開
い
た
。
﹁
安
晩
帖
﹂
の
旧
蔵
者
、
顧
文
彬

も
、
当
時
、
故
郷
蘇
州
に
怡
園
の
別
業
を
経
営
し
て
い
た
。

北
方
心
泉
は
、
杭
州
に
兪
樾
を
訪
ね
、
岸
田
吟
香
と
と
も
に
、
日
本
人
の
漢
詩
集
の

22
選
と
編
集
を
依
頼
し
、
そ
れ
は
﹃
東
瀛
詩
選
﹄
と
し
て
、
明
治
一
六
年
︵
一
八
八
三
︶

に
刊
行
さ
れ
た
。
本
岡
﹃
前
掲
﹄
︵
注

︶
20

明
治
一
七
年
、
古
稀
を
迎
え
た
心
泉
の
父
の
祝
寿
の
た
め
の
書
画
幅
が
常
福
寺
に
伝

23
わ
っ
て
お
り
、
徐
三
庚
、
朱
大
勛
、
張
子
祥
、
任
伯
年
、
胡
公
寿
、
楊
伯
潤
、
呉
昌

碩
、
朱
夢
蘆
、
陳
曼
寿
、
彭
玉
麟
等
の
揮
毫
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
呉
昌
碩
の
作
品
は

竹
石
図
で
あ
る
。
常
福
寺
に
は
他
に
も
兪
樾
を
始
め
と
す
る
清
の
文
人
た
ち
と
の
親
し

い
交
友
を
示
す
書
画
や
書
簡
な
ど
が
多
く
伝
わ
る
と
い
う
。
︵
本
岡
﹃
前
掲
﹄︶
注

。
20

心
泉
と
中
国
文
人
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
川
邊
雄
大
﹃
東
本
願
寺
中
国
布
教
の
研

24
究
﹄
︵
研
文
出
版

二
〇
一
三
年
︶

～

頁
に
詳
し
い
。

181

228

当
時
の
心
泉
の
中
国
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
川
邊
﹃
前
掲
﹄︵
注

︶

～

頁

25

24

236

243

﹁
明
治
三
十
年
代
に
お
け
る
交
流
﹂
に
詳
し
い
。

川
邊
﹃
前
掲
﹄
︵
注

︶

～

頁
。
内
藤
湖
南
も
、
明
治
三
二
年
に
渡
清
し
、
杭

26

24

234

236

州
、
南
京
の
東
本
願
寺
学
堂
を
訪
れ
て
い
る
。

川
邊
﹃
前
掲
﹄︵
注

︶

～

頁

に
よ
れ
ば
、
北
方
心
泉
も
徐
三
庚
と
は
直
接

27

24

197

198

の
交
流
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

﹁
光
緒
中
葉
、
怡
園
名
流
雲
集
、
群
賢
畢
至
、
毎
月
開
画
社
、
呉
昌
碩
、
金
心
蘭
、

28
呉
清
卿
、
顧
若
波
、
王
勝
之
、
費
屺
懐
、
陸
廉
夫
、
顔
蒓
生
輩
、
咸
隷
社
籍
。
届
時
、

案
陳
琴
罍
、
雑
供
花
葯
、
揮
毫
溌
墨
、
論
書
評
画
、
切
磋
琢
磨
、
技
芸
精
進
、
意
得
神

怡
、
楽
在
其
中
也
矣
。
怡
園
水
木
清
華
、
遂
為
有
清
一
代
芸
苑
伝
人
之
殿
﹂
薛
正
興

﹁
前
掲
﹂︵
注
９
︶︵
３
頁
︶
所
引
﹃
呉
県
志
﹄
に
拠
る
。
怡
園
主
人
は
時
人
に
倪
瓚
の

清
秘ヽ

︵
マ
マ

︶
の
遺
風
が
あ
る
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。

薛
正
興
﹁
前
掲
﹂
２
～
３
頁
、﹁
麟
士
宗
法
清
初
﹃
四
王
﹄、
游
情
翰
墨
、
興
至
写
山

29
水
、
･
･
･。

拙
論
﹁﹃
吉
祥
図
案
解
題
﹄
と
野
崎
誠
近
﹂﹃
復
刻
版

吉
祥
図
案
解
題
﹄
下
︵
ゆ
ま

30
に
書
房

二
〇
〇
九
年
︶

頁
に
述
べ
る
よ
う
に
、
野
崎
誠
近
の
友
人
で
あ
り
跋
を
寄

406

せ
た
王
輯
唐
︵
一
九
〇
三
年
の
進
士
、
安
徽
派
の
政
治
家
︶
は
、
親
日
的
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
戦
後
上
海
で
処
刑
さ
れ
た
。
ま
た
、
谷
崎
潤
一
郎
や
吉
川
幸
次
郎
ら
と
も

交
流
し
た
日
本
文
学
研
究
者
の
銭
稲
孫
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
鄒
双
双
﹃
漢
奸
と
呼
ば

れ
た
男
﹄︵
東
方
書
店

二
〇
一
四
年
︶
に
詳
し
い
。

残
念
な
こ
と
に
、
今
日
的
視
点
か
ら
見
た
誤
解
に
よ
っ
て
、
中
国
で
は
、﹁
安
晩
帖
﹂

31
は
海
外
に
不
当
に
持
ち
去
ら
れ
た
と
す
る
説
が
あ
る
と
側
聞
す
る
。
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挿図１「安晩帖」中箱蓋裏 桑名鉄城題識挿図２「安晩帖」 江上瓊山跋

挿図３「安晩帖」表紙
江上瓊山題簽

挿図４ 石溪「面壁達磨図巻」
過雲楼題簽

挿図５「安晩帖」外帙
桑名鉄城題簽

※

挿
図
作
品
は
す
べ
て
泉
屋
博
古
館
所
蔵
。

挿
図
１
・
２
は
泉
屋
博
古
館
提
供
写
真
。

挿
図
３
～
５
は
著
者
撮
影
写
真
。


